ロッカクガワ　スイケイ　ニオケル　キンネン　ノ　シュッスイ　タイオウ　ト　コウカ　ナラビニ　カダイ　ニツイテ by 山本, 佳久 et al.
16 低平地研究　No.22 June 2013
１．はじめに
　六角川は，その源を佐賀県武雄市山内町の神六
山（標高４４７ｍ）に発し，武雄川等の支川を合わ
せて低平な白石平野を蛇行しながら貫流し，下流
部において牛津川を合わせて有明海に注ぐ，幹川
流路延長４７km，流域面積３４１k㎡の一級河川であ
る．六角川流域は，佐賀県のほぼ中央に位置し，
関係市町数は３市３町からなり，本川に武雄市，
支川牛津川に多久市，小城市といった主要都市を
有している．流域の土地利用は，水田や畑地等が
約47％，山地等が約40％，宅地等が13％となって
いる．
　沿川には九州横断自動車道をはじめ，国道34号，
国道 203号，ＪＲ長崎本線，ＪＲ佐世保線等の基
幹交通施設に加え，有明海沿岸道路，佐賀唐津道
路が整備中であり，交通の要衝となっている．下
流部の白石平野では稲作が盛んなほか，近年では，
玉ネギ・レンコンの国内有数の生産地として知ら
れている．流域の地形は，背振・天山山系，神六
山等に連なる丘陵性山地に囲まれ，中・上流部は，
山地部と細長い平地で形成され，下流部は，古く
からの干拓によって形成された白石平野が広がっ
ており，これら低平地帯を大きく蛇行しながら流
下し，有明海の湾奥部特有の大きな干満差の影
響が河口から約29km 付近にまで及んでいる．こ
のようなことから，流域面積の約６割が内水域と
なっており，白石平野をはじめとする低平地帯で
は，内水排除が困難であり，古くから内水による
浸水被害が頻発している．
２．過去の災害と改修事業
⑴　昭和５５年８月洪水
　８月２８日から３０日未明までの集中豪雨により，
主要地点の日雨量は武雄185.7mm，岸川358.2mm，
南渓215.8mm であった．この豪雨により六角川
の潮見橋で計画高水位を超えて，5.24m の最高水
位を記録した．また，牛津川の妙見橋で計画高水
位を超えて，4.76m の最高水位を記録した．この
六角川水系における近年の出水対応と効果
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図－１　六角川水系流域図（※１）
図－２　地形横断図（※１）
図―３　河川縦断（※１）
図－４　浸水区域図・破堤箇所（※１）
特  集　佐賀低平地の水害
特
　　
集
17
ため，流域全体において，越流箇所47箇所，破堤
箇所 5 箇所，床上浸水1,670 戸，床下浸水3,165 戸，
農地冠水約5,400ha という甚大な災害が発生した．
⑵　平成２年７月洪水
　梅雨前線の影響により２日の未明にかけて集中
的な豪雨となり，流域の殆どの雨量観測所にて時
間雨量60mm 以上の豪雨となり，特に六角川本川
上流の矢筈観測所で既往最高の時間雨量88mm を
記録した．主要地点の日雨量は武雄311mm，岸
川296mm，南渓304.3mm で，流域平均で３時間
雨量151.3mm，６時間雨量251.6mm，12 時間雨
量310.9mm と観測史上，希に見る短時間の集中
豪雨であった．この豪雨により六角川の潮見橋観
測所で計画高水位（4.04m）を超えて4.95m の最
高水位を記録した．また，牛津川の妙見橋観測所
では計画高水位（5.46m）を超えて6.06m の最高
水位を記録した．このため，流域全体において越
水，破堤，内水等における浸水被害が発生し，家
屋損壊４７戸，床上浸水3,028 戸，床下浸水 5,658 戸，
農地冠水 7,933ha という甚大な被害が発生した．
⑶　激甚災害対策特別緊急事業
 当時の築堤は，堤防幅も小さく高さも余り高く
ない小高い盛土程度であった．（その名残が，江
北町側の二線堤に残っている．）河川改修事業は，
超軟弱地盤との戦いで，軟弱層が２０～４０ｍあり，
盛土を行うと田圃側や河川側に変状をきたす「滑
り崩壊」が発生することがたびたび起こった．そ
の為，築堤盛土は１～ １．５ ｍ以内での盛土で築堤
を行う段階的かつ緩速施工であり，完成堤までは
数年の年月がかかっていた．
　それが，昭和５５年の洪水を受けて，緊急に築堤
等の河川整備を実施し効果を上げるために，軟弱
地盤の強度を上げる深層改良工法を採用し，一気
に完成堤防を築造した．これにより，当該洪水規
模対応で外水氾濫の防止を図った．更に，平成２
年洪水を受けて，２度目の激特事業が採択され，
築堤・河道掘削等の流下能力向上を図ると共に，
牟田辺遊水地の整備を図ることとし，河道内の水
位低下を図り安全に流下させる整備が整った．
⑷　内水対策
　２度の激特事業等で，連続堤防の整備が進んだ
が，広大な低平地や干満の影響で床上・床下内水
被害が頻繁に発生している．そのため，床上浸水
被害の解消の為に，六角川水系には，５２機場の
強制排水施設が設置されており，その排水量は
350m3/s と大きく，強制排水施設に頼っている．
　平成21年７月洪水，平成24年７月洪水時には，
写－１六角川・牛津川　浸水状況（※１）
図―５　浸水状況図・破堤箇所・越水箇所（※１）
写―２六角川・牛津川浸水状況（※１）
図―６　激特事業の事業区域（※１）
写―３　牟田辺遊水地概要（※１）
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計画高水位を超えたことから強制排水施設の排水
制限をかけるポンプ運転調整を行った．これは，
計画高水位を超える際に強制的に内水を河道内に
排水することにより，更に河川水位が上昇し堤防
からの越水や堤防の崩壊に繋がり，浸水被害が拡
大することを防ぐ目的で行っている．このポンプ
運転調整は，平成18年度に施設関係者間で調整協
議してルール作りをしており，平成21年７月洪水
で初めて運用した．
３．近年の出水対応とその効果
　平成21年７月洪水や平成24年７月洪水は，短時
間に記録的な降雨となり，特に平成24年７月洪水
では牛津川の妙見橋水位観測所では計画高水位
（5.45m）を超え，5.88m と観測史上２番目の最高
水位を記録した．これまでに，連続堤防の整備や
河道掘削等の外水対策と強制排水施設の整備で内
水被害は減少したものの，近年の降雨により，河
道内の流量増大に対する更なる整備が必要となっ
ている．特に計画高水位を超えた区間の河道掘削
整備や高水敷のヨシ・樹木の管理，堤防を引いて
の河道拡幅，牟田辺遊水地の改良など，河川水位
を下げて早期効果が発現される整備を行っている．
４．今後の課題
⑴　ガタ土堆積の問題
　河道内の掘削を行い流下能力の拡大を図ってい
るが，一日二回の干満の影響により，掘削した箇
所に潮で運ばれてきた浮遊土砂（ガタ）が堆積し，
掘削後概ね５年経てば元の河道に戻ってしまう．
　その為に，現地にて河岸の掘削勾配を急傾斜・
緩傾斜等に変えて堆積状況をモニタリングしてい
る．堆積のメカニズムについては佐賀大学の山西
教授と共同研究で解析しており，干満時の潮止ま
り時（流れが止まった状態，又は流速が遅くなっ
た状態の時）に河岸に浮遊土砂が堆積することが
ほぼ判明している．
⑵　ヨシ等の流下阻害と自然環境との共存
　広大な高水敷に自然に繁茂しているヨシ等にお
図―７　強制排水施設位置図・概要（※１）
図―８　整備箇所と水位低減効果（※２）
図―９　水位低減効果（※２）
写―４　掘削状況（※２）
図―１０　ガタ土堆積経年変化（※３）
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いて，洪水時の流量の増加による流下阻害が発生
している．水位上昇で，繁茂しているヨシの間を
流下する際に，流速が遅くなり，約１ｍ程度の水
深ではヨシの倒伏はなく，それ以上の水深になる
と流れが早くなりヨシの倒伏は発生するが，その
倒伏ヨシが死水域（約 0.7m）となり流下阻害す
ることが，現地実験等で判明した．その為，高水
敷に繁茂しているヨシの適正な管理又は生育の抑
制を行うことにより，流下阻害の解消が出来ない
か佐賀大学の山西教授と現地にて検討をしている．
⑶　浸水被害軽減策の取組
　２．⑷　で述べたように，強制排水施設に頼っ
ている状況であり，内水対策として，今後はこれ
らの施設の更新も発生してくるものと考えられる．
　また，近年の降雨の状況から，さらに浸水被害
が頻発してくることも予想される．一方で，佐賀
平野の地形・特性から，ため池・クリークが流域
全体に多く存在しているため，これらの施設を
浸水被害の軽減策に有効活用できないかと検討
を始めている．クリークの総延長は佐賀平野で
1,500km 存在しており仮に，水位を 50cm 程下げ
るができれば北山ダム貯水容量に匹敵する．また，
ため池は六角川流域内に 5 ～ 600 個程度存在し
ており，水位を50cm 程度下げておくことにより，
下流域への浸水時間を遅らせることができ，避難
時間の確保や浸水被害の軽減に繋がることが期待
される．強制排水に限界があることから，今後は
流域全体を視野に入れた総合流域防災を，検討す
ることも重要であると考えている．
５．おわり
　六角川においては，過去の幾度となく洪水の被
害を受けて，外水対応及び内水対応の整備を実施
し，洪水の被害軽減を図ってきた．しかし，これ
らのハード対策の実施には，長い時間が掛かるこ
と，近年の降雨状況等から，流域住民・行政等
が連携しながら，「自らの命は自ら守る」ための，
ソフト対策も必要となっている．六角川流域にお
いては，マイ防災マップ作成等の積極的な取組が
されていることから，今後これらの支援は継続し
ていくなど，ハード面・ソフト面の両方の取組を
継続し，更なる流域の被害の軽減を目指していか
なければならない．
注）本文の図・写真等は，下記より引用
※１　六角川河川整備計画より抜粋
※２　九州北部豪雨　平成２年７月１３日～１４日出水概要リーフ
レットより抜粋
※３　武雄河川事務所資料より
図―１１　ヨシの抑制実験（※３）
図―１２　モニタリング状況（※３）
図―１３　ヨシ抑制の対策工（案）（※３）
図―１４　ため池・クリーク施設（※３）
